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業績ハイライト（主要指標）
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01－業績ハイライト（主要指標）

売上高
451.7 億円

467.6億円 FY24 
△3.4％（△15.8億円）

営業利益
19.3 億円

24.3億円 FY24
△20.7%（△5.0億円)

当期純利益
12.0 億円

16.0億円 FY24
△24.8％（△4.0億円）

「物流・食品加工事業」への積極投資による
稼ぐ力の向上 売上高CAGR12.5％・営業利益CAGR20.8％

POINT

経常利益
20.8 億円

25.8億円 FY24
△19.6%（△5.1億円)

物流・食品加工事業「販売手数料」処理変更の影響 1,135百万円
前期は販売費及び一般管理費、当期は売上減額処理
処理変更を考慮すると、前年の売上は456.2億円（対前期比増減△1.0%:△4.4億円）
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単位:百万円

31,722 
35,613 

46,761 45,175 

FY22 FY23 FY24 FY25

1,095 
1,460 

2,436 
1,931 

FY22 FY23 FY24 FY25

1,379 
1,579 

2,588 

2,082 

FY22 FY23 FY24 FY25

978 1,047 

1,601 

1,204 

FY22 FY23 FY24 FY25

CAGR12.5% CAGR20.8% CAGR14.7% CAGR7.2%

「店舗アセット＆ソリューション事業」の不動産販売の剥落
「中食事業」の米価他コスト上昇に伴う影響



損益計算書 対前期増減

■ 営業外収益は、「投資有価証券売却益」47、「業務委託契約解約益」17、「その他」7百万円増加
「受取配当金」41、「受取手数料」27百万円減少

 営業外費用は、「支払利息」106、「支払手数料」48 百万円増加
「持分法投資損失」78百万円減少

 特別利益は、「受取補償金」78百万円増加、「投資有価証券売却益」47百万円減少

 特別損失は、「支払補償金」54、「子会社清算損」39百万円増加
「固定資産除却損・減損損失」で43百万円減少

02損益計算書 対前期増減
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対前年同期FY25FY24単位:百万円

増減率増減額増減率:％

△3.4%△1,58545,17546,761売上高
△5.0%△75914,49115,251売上総利益
△2.0%△ 25412,55912,814販売費及び一般管理費

△20.7%△5041,9312,436営業利益
1.6%8508500営業外収益
2.8%9358348営業外費用

△19.6%△5062,0822,588経常利益
37.3%3412792特別利益
25.7%74364289特別損失

△22.9%△5461,8452,391税引前当期純利益
△29.8%△250590841法人税、住民税及び事業税

-%10757△50法人税等調整額

-％△7△7-少数株主
△24.8%△3961,2041,601当期純利益

34.2%
35.2%

32.6% 32.1%

FY22 FY23 FY24 FY25

売上総利益率

30.7% 31.1%

27.4% 27.8%

FY22 FY23 FY24 FY25

販売費及び一般管理費率

3.5% 4.1% 5.2% 4.3%

FY22 FY23 FY24 FY25

営業利益率

中食事業米価他コスト上昇



売上高・営業利益 対前期セグメント増減
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営業利益増減要因（対前期）

03売上高・営業利益 対前期セグメント増減

4,676
437

△ 3,574

1,591
△ 56

15

4,517

FY24 中食事業 店舗アセット＆
ソリューション事業

物流・食品加工事業 その他の事業 調整額（消去及び全社） FY25

増加 減少 合計

千万円 千万円

百万円

百万円

百万円
百万円

百万円

2,436

△ 331
△ 221

214
△ 56 △ 110

1,931

FY24 中食事業 店舗アセット＆
ソリューション事業

物流・食品加工事業 その他の事業 調整額（消去及び全社） FY25 

増加 減少 合計

百万円百万円
百万円

百万円
百万円

百万円

百万円

売上高増減要因（対前期）



2025年３月期業績予想値との差異
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042025年3月期業績予想値との差異

通期連結業績予想値と決算値との差異（2024年４月1日～2025年３月31日）

１ 株 当 た り
当 期 純 利 益

親会社株主に
帰 属 す る
当 期 純 利 益

経 常 利 益営 業 利 益売 上 高

円 銭
97.43

百万円
1,800

百万円
2,850

百万円
2,450

百万円
49,000予 想 値 （ Ａ ）

65.171,2042,0821,93145,175実 績 値 （ Ｂ ）

△32.26△595△767△518△3,824増 減 額（Ｂ－Ａ）

△33.1△33.1△26.9△21.1△7.8増 減 率（ ％ ）

86.871,6012,5882,43646,761
（ ご 参 考 ）

前期連結実績
（2024年3月期）

【通期連結業績予想値と決算値との差異】
売上高につきましては、「中食事業」は概ね予想値範囲内の実績、「物流・食品加工事業」は2024年12月に連結子会社となった㈱ホソヤコーポレーショ

ンの押し上げ効果もありましたが、「店舗アセット＆ソリューション事業」において、政策金利引き上げに伴う市場金利上昇への警戒感などから不動産市況
への影響が表れ、不動産販売の条件が整わず予想値よりも下回る結果となりました。

営業利益の予想値との差額については、「物流・食品加工事業」の原価低減及び生産性向上等による増益に対し、「店舗アセット＆ソリューション事業」
の不動産販売の延伸、「中食事業」の米価を中心とするコスト上昇による利益圧迫です。
「物流・食品加工事業」は、2022年３月期から売上高の年平均成⾧率は55.0％、営業利益の年平均成⾧率は157.5％と好調に推移いたしました。

経常利益につきましては、営業利益の差額影響に加え金融収支他の影響による差異となります。

親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、特別損失として「固定資産の減損に係る会計基準」適用に伴う「減損損失」の計上及び「店舗アセット
＆ソリューション事業」における支払補償金が発生したこと、また、課税所得の増加により法人税等負担額が増加したことに伴い当初予想値から下回る結果
となりました。



セグメント別売上
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05セグメント別売上

中食事業 店舗アセット&
ソリューション事業

FY24:168.8億円
対前年同期増減率 +2.6%

ほっかほっか亭既存店、対前年同月比
プラスで推移

173.2億円

物流・食品加工事業 その他

当期間における不動産販売はなし

121.9億円 180.9億円

グループ支援事業

7.9億円

注）上記セグメント以外に調整額（消去及び全社）FY24:△32.4億円 FY25:△32.2億円

FY24:8.5億円
対前年同期増減率△6.6%

FY24:164.9億円
対前年同期増減率 +9.6%
ホソヤコーポレーション連結
＋18.4億円

販売手数料考慮後のFY24売上153.6億円
考慮後の対前年同期増減率＋17.7％

FY24:157.6億円
対前年同期増減率△22.7%

売上高

451.7億円
物流・食品加工事業「販売手数料」処理変更の影響 1,135百万円
前期は販売費及び一般管理費、当期は売上減額処理
処理変更を考慮すると、FY24の売上高は456.2億円（対前期比増減△1.0%:△4.4億円）

FY24:467.6億円
対前年同期増減率△3.4%

中食事業
 各四半期単位で前年を上回る（既存店売上対前年同期比（期中平均）＋101.7％で推移）

店舗アセット＆ソリューション事業
 不動産販売の剥落、当期間における不動産販売なし

物流・食品加工事業
 2024年12月に子会社化したホソヤコーポレーションの連結効果＋18.4億円



セグメント別営業利益
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06セグメント別営業利益

FY24:24.3億円
対前年同期増減率 △20.7％19.3億円

営業利益

中食事業 店舗アセット&
ソリューション事業

お米を中心とするコスト上昇
による利益圧迫

△0.7億円

物流・食品加工事業 その他

17.3億円

増収効果と生産コスト低減

8.8億円

グループ支援事業

7.9億円

注）上記セグメント以外に調整額（消去及び全社）FY24:△13億円 FY25:△14.1億円

不動産販売の剥落、当期間における不
動産販売なし

FY24:2.5億円
対前年同期増減率 -％

FY24:19.5億円
対前年同期増減率△11.3%

FY24:6.7億円
対前年同期増減率+31.9%

FY24:8.5億円
対前年同期増減率△6.6%

中食事業
 お米を中心とするコスト上昇による利益圧迫
 第３四半期・第４四半期は黒字転換するも上半期の赤字を取り戻すには至らず

店舗アセット＆ソリューション事業
 不動産販売の剥落、当期間における不動産販売なし

物流・食品加工事業
 堅調に推移する定番豆菓子商品等増収に伴う利益押し上げ
 スーパーマーケット等人手不足を背景としたカミッサリーの稼働率向上



売上高・営業利益の四半期積み上げ
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07売上高・営業利益の四半期積み上げ
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単位:百万円

単位:百万円

FY25FY24 FY23FY22
10,66411,1366,9276,754１Q
10,44410,1489,0727,177２Q
11,75011,2129,82310,329３Q
12,31714,2659,7917,472４Q
45,17546,76135,61331,732通期0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

FY22 FY23 FY24 FY25

売上高積み上げ

１Q ２Q ３Q ４Q

FY25FY24FY23FY22
7004678135１Q
328424642279２Q
651714324684３Q
252831413105４Q

1,9312,4361,4601,103通期
0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

FY22 FY23 FY24 FY25

営業利益積み上げ

１Q ２Q ３Q ４Q



配当金の推移
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08−配当金の推移
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8 9 9

137
9

15
13

0%

1%

1%

2%

2%

3%

0

5
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15
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25

30

FY22 FY23 FY24 FY25

期末配当金第２四半期末

15

DOE

18

24
26

0.9%

1.5%

1.9%
2.0%

2024年5月15日発表予想値と変更はございません

(円)

DOE

配当方針:「１株当たり当期純利益」の伸⾧に合わせ、前年を下回らない増配を目指します

DOE年間配当金(円)

（実績） （実績） （実績） （見込）



2026年３月期業績予想
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09-2026年３月期業績予想
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増減率
（26:25）

FY26 2Q累計
（予想）

FY25 2Q累計
（実績）

FY24 2Q累計
（実績）

FY23 2Q累計
（実績）（単位:百万円）

＋18.4%25,00021,10821,28415,999売上高
△51.4%5001,028891723営業利益
△77.6%2401,0721,061866経常利益
△90.3%60617841609中間純利益

増減率
（26:25）

FY26 
（予想）

FY25 
（実績）

FY24 
（実績）

FY23 
（実績）（単位:百万円）

＋16.7%52,70045,17546,76135,613売上高
△1.6%1,9001,9312,4361,460営業利益

△23.2%1,6002,0822,5881,579経常利益
△17.0%1,0001,2041,6011,047当期純利益

期 末第２四半期末年間配当（円）

14 1428FY26
（予想）

13 1326FY25
（見込）

15 924FY24
（実績）

9 918FY23
（実績）

18 

24 
26 

28

0

5

10

15

20

25

30

配当推移

FY25 配当の期末13円は株主総会決議で決定

FY26の業績予想には、
・「店舗アセット＆ソリューション事業」における

不動産販売の売上及び利益は見込んでおりません
FY25２Q発生のテナント入れ替え益の剥落

・「物流・食品加工事業」は㈱ホソヤコーポレーション
の年間を通した売上及び利益の連結とのれん償却
「菓子製造部門」は原料のコスト上昇などを見込む

・「中食事業」はFY25の３Q及び４Qの黒字転換の実績
を踏まえたFY26の予想値

FY26２Qは、
・「店舗アセット＆ソリューション事業」における

不動産販売の売上及び利益は見込んでおりません
FY25２Q発生のテナント入れ替え益の剥落

・「物流・食品加工事業」は㈱ホソヤコーポレーション
の売上及び利益の連結とのれん償却
「菓子製造部門」は原料のコスト上昇などを見込む

・「中食事業」はFY25の３Q及び４Qの黒字転換の実績
を踏まえたFY26２Qの予想値

FY23 FY24 FY26FY25
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貸借対照表
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10Appendix貸借対照表
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増減額FY25FY24資産の部

1,88829,55727,668流動資産
△2,27212,33814,611現金及び預金

7583,8273,068受取手形、売掛金及び契約資産
3,27311,5768,303棚卸資産

1291,8141,685その他
7,14043,87036,729固定資産
1,83124,87923,047有形固定資産
1,06410,3059,241建物及び構築物（純額）

3661,4751,108機械装置及び運搬具（純額）
31512,57312,258土地
84525440その他

6,00110,1744,172無形固定資産
△163,4633,480借地権

5,9796,470490のれん
38239201その他

△6938,8169,509投資その他の資産
△9463,2444,190投資有価証券

1474,9334,785敷金及び保証金
105639533その他

9,02973,42764,398資産合計

増減額FY25FY24負債純資産の部

1,27916,88615,606流動負債
△1983,3763,574買掛金

7147１年内償還予定の社債
2,2684,2331,965短期借入金
△6184,5365,155１年内返済予定の⾧期借入金
△1794,7254,904その他
7,24231,87824,636固定負債

△213758社債
6,97726,48419,507⾧期借入金

1504,3534,203⾧期預かり保証金
1351,004868その他

8,52148,76540,243負債合計
69524,47523,779株主資本

△197176373その他の包括利益累計額合計
242新株予約権
66-非支配株主持分

50724,66224,155純資産合計
9,02973,42764,398負債純資産合計

（百万円）

棚卸資産:中食事業298、店舗アセット＆ソリューション事業2,545、物流・食品加工事業406百万円増加

建物及び構築物:店舗アセット＆ソリューション事業236、物流・食品加工事業601百万円増加

のれん:物流・食品加工事業5,979百万円増加

自己資本比率: 当期末 33.6%  前期末 37.5％



キャッシュフロー
11－Appendix キャッシュフロー
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対前年同期
FY25FY24

増減率増減額（百万円）

△97.5%△6,8331757,008営業活動によるCF
-％△661△ 6,814△ 6,153投資活動によるCF

120.3%2,3834,3641,981財務活動によるCF
24.9%2,83614,21011,374現金及び現金同等物の期首残高

△16.0%△2,27411,93614,210現金及び現金同等物の期末残高

©2025 株式会社ハークスレイ



売上高・営業利益の期別推移グラフ
12Appendix 売上高・営業利益の期別推移ｸﾞﾗﾌ
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（百万円）

（百万円）

売上高

営業利益

2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期

6,754 7,177

10,329

7,472 6,927

9,072
9,823 9,791

11,136
10,148

11,212

14,265

10,664 10,444
11,750 12,317

0

2,000

4,000
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8,000

10,000

12,000

14,000

16,000
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売上高・営業利益の四半期単位推移グラフ
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13Appendix 売上高・営業利益の四半期単位推移グラフ
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（百万円）

（百万円）

FY25FY24 FY23FY22
10,66411,1366,9276,754１Q
10,44410,1489,0727,177２Q
11,75011,2129,82310,329３Q
12,31714,2659,7917,472４Q
45,17546,76135,61331,732通期
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「店舗アセット＆ソリューション事業」保有不動産:下記物件他全20物件
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14－店舗アセット＆ソリューション事業保有不動産物件
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15－Topics 大阪・関西万博協賛出展

2025年日本国際博覧会（大阪・関西万博）
大阪ヘルスケアパビリオン「ミライの食と文化ゾーン」に協賛・出展

©2025 株式会社ハークスレイ
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16－Topics 成⾧戦略

贅沢焼売シリーズ
国内チルド焼売市場シェア1位

2024年12月株式取得
子会社化

安定的に成⾧が見込める惣菜市場
において確固たるポジションの確立

食品製造・冷凍冷蔵食品
などの事業領域に積極投資

成⾧戦略（新領域拡大）

全国 275 施設（※1）の貸会議室や宿泊研修施
設を展開、国内大手企業を中心とした年間

利用顧客数約 3 万社の顧客基盤

2025年４月
業務提携

・㈱味工房スイセン（※２）の事業発展に資する営業
施策、販売活動、食材購入での協業

・㈱ティーケーピー顧客への当社グループの製品
やサービスの販売施策の検討

※１ 2025年2月末時点
※２ ㈱味工房スイセン

当社子会社（仕出し、ケータリング事業）

成⾧戦略（オーガニック領域拡大）



本資料につきましては投資家の皆様への情報提供のみを目的としたものであり、売買の勧誘を目的としたものではありません。

本資料における、将来予想に関する記述につきましては、目標や予測に基づいており、確約や保証を与えるものではありません。

また、将来における当社の業績が、現在の当社の将来予想と異なる結果になることがある点を認識された上で、ご利用ください。

また、業界等に関する記述につきましても、信頼できると思われる各種データに基づいて作成していますが、当社はその正確性、完全性を保証
するものではありません。

本資料は、投資家の皆様がいかなる目的にご利用される場合においても、ご自身のご判断と責任においてご利用されることを前提にご提示させ
ていただくものであり、当社はいかなる場合においてもその責任は負いません。

将来見通し等に関する注意事項
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株式会社ハークスレイ IR室
mail : ir_info@hurxley.co.jp

IRに関するお問い合わせ


